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本
村
で
は
、林
野
庁
や
宮
崎
県
と
一
体
と

な
っ
た
山
地
災
害
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
５
月
20

日
〜
６
月
30
日
）を
実
施
し
、
治
山
事
業
の

一
環
と
し
て「
身
を
守
る  

日
頃
の
点
検  

す

ば
や
い
避
難
」と
い
う
標
語
の
も
と
、山
地
災

害
防
止
に
つ
な
が
る
広
報
活
動
や
防
災
施

設
の
安
全
確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各

地
区
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
危
険
箇
所
に
つ
い

て
も
、消
防
や
警
察
、行
政
が
一
同
に
調
査
点

検
を
行
う「
災
害
危
険
箇
所
調
査
」を
実
施
。

そ
の
結
果
に
対
し
、
関
係
機
関
が
共
通
認
識

の
も
と
で
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
山
地
災
害

防
止
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
多
く
の
方

に
広
め
な
が
ら
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
や

防
災
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

山
地
災
害

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

　

山
地
災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め

の
最
も
効
果
的
な
方
法
は
、
危
険
を
感
じ

た
ら
す
ぐ
「
避
難
」
す
る
こ
と
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
、
住
ん
で
い
る
地
域
の
危

険
箇
所
と
避
難
所
の
位
置
を
確
認
す
る
な

ど
、
緊
急
時
に
備
え
た
予
備
知
識
を
深
め

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
動
す
る
消

防
団
や
公
民
館
、
役
場
な
ど
で
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
豪
雨
や
台
風
接
近
の
際
に
は
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
か
ら

の
情
報
を
正
確
に
得
る
と
と
も
に
警
察
や

消
防
団
の
指
示
に
従
っ
て
、
早
め
の
避
難

と
迅
速
な
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

自
分
自
身
の

　

命
を
守
る
「
避
難
」

■
問
い
合
わ
せ
先　
　

建
設
課
（
道
路
・
山
地
災
害
等
）　

☎
６
７―

３
２
０
７

　
　

椎
葉
村
役
場　
　

総
務
課
（
消
防
・
避
難
所
等
）　　

☎
６
７―

３
２
０
１

　

ま
も
な
く
梅
雨
・
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
全
国
各
地

や
世
界
各
国
で
大
雨
に
よ
る
山
地
崩
壊
、
土
石
流
、
地
滑
り
等
の
大
災
害
が
多
発
。
予

期
せ
ぬ
突
然
の
災
害
に
よ
り
尊
い
命
や
財
産
が
多
数
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
村
を
襲
っ

た
平
成
16
年
、
17
年
の
２
年
連
続
の
台
風
災
害
で
も
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
毎
年
３
６
０
０
箇
所
も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
原
因
と
し
て
、
日
本
の
地
形
や
気
候
条
件
が
山
地
災
害
を
起
こ
し
や
す

い
特
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
、
山
地
災
害
の
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平成19年９月の台風災害（野地・竹の八重地区）

山
地
災
害
に
備
え
る

身
を
守
る

　

日
頃
の
点
検

　
　

す
ば
や
い
避
難
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見逃すな！ 山地災害の危険信号

　

５
月
22
日
、
村
内
全
地
区
で
災
害
危

険
箇
所
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
災
害
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
各
地

区
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
危
険
箇
所
を
区

長
や
消
防
部
長
、
警
察
、
行
政
機
関
担

当
者
が
一
同
に
会
し
調
査
点
検
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
住
宅
周
辺
の
危
険
箇
所
を

重
点
に
、
今
後
被
害
拡
大
が
想
定
さ
れ

る
箇
所
に
つ
い
て
、
当
面
の
梅
雨
に
お

け
る
対
策
を
協
議
。
村
で
は
、
関
係
者

が
共
通
認
識
の
も
と
で
効
果
的
な
防
災

活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
目
指
し
て
い

ま
す
。

▲現地調査後に行った危険ランク検討会
　（役場会議室）

梅
雨
入
り
前
の
総
点
検

災
害
危
険
箇
所
調
査

今までかれたことのないわき水がとまった 山の木が傾いたり斜面に亀裂が走ったわき水の量が急に増えた

川がにごり、流木が混ざりはじめた 山の斜面から石が転がり落ちてきた

普段澄んでいる沢や井戸の水がにごってきた 地鳴りの音が聞えてきた雨が降り続いているのに川の水位が下がった

山地災害が起こる場合、山の斜面や
川の流れをよく観察してみると、多
くの場合、危険信号と思われる変化
が現れます。これら８つの危険信号
に注意してください。

８つの危険信号に
注意してください

わき水が止まった わき水が増えた 亀裂が走った

川がにごった 石が落ちてきた

井戸水がにごった 水位が下がった 地鳴りがする
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お楽しみ抽選会に集まる子どもたち

尺
しゃく

ヤマメを釣り上げろ！

銘
め い

水
す い

の郷
さ と

釣り大会
５月４日（みどりの日）　村立病院下河川敷

　午前８時。合図の笛の音と共に一斉に投げ込まれ
る釣り糸。県内外から詰めかけた太

たい

公
こう

望
ぼう

は350人。
狙うは30センチを超える尺ヤマメ。村の青年団が設
置したこいのぼりが泳ぐ中での釣り大会は、多くの
釣り名人や家族連れで賑

にぎ

わいました。

80匹を釣り上げた椎葉良介さん
（向山日添）。一番の大物は31.4
センチで大人の部第３位

子どもの部優勝は 30 センチのマスを釣り上げた
鈴木丈一郎くん（上椎葉下３・中央）。２位は轟木博隆くん

（佐賀県・右）。３位は植村亮介くん（夜狩内・左）
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東成海さん、京子さん夫婦（下椎葉）
は親子三代での登山達成

黒木忠さん（横野）が手作りの竹杖150
本を寄贈

1,661ｍからの絶景！

「扇
おうぎ

山
や ま

」山開き

　前日の雨も上がり、時より見せる青空。
国定公園「扇山」の山開きには、白岩側
からの縦走者を含め、県内外から300人
を超える登山愛好家や家族連れが訪れ、
山頂を目指し登山を行いました。今回は
30回の記念の年。最多登山者への表彰や
宝探し、大声大会も行われ、笑顔あふれ
る楽しい一日となりました。

５月 11 日　国定公園「扇山」
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むらのできごと

二
部
門
で
優
勝
！

　

県
北
民
謡
選
手
権

　

11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
椎
葉
平
家
ま
つ

り
２
０
０
８
」。
こ
の
ま
つ
り
の
Ｐ
Ｒ
ポ

ス
タ
ー
を
決
め
る
選
定
投
票
が
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
た
の
は
役
場
の

玄
関
ロ
ビ
ー
。
県
内
外
の
印
刷
会
社
６
社

が
製
作
し
た
13
点
が
並
び
、
職
員
や
来
庁

者
が
気
に
入
っ
た
作
品
に
一
票
を
投
じ
て

い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
順

次
、
す
こ
や
か
館
、
椎
葉
中
学
校
、
松
尾

中
学
校
、
平
寿
園
で
展
示
さ
れ
、
村
民
や

生
徒
の
投
票
結
果
を
基
に
、
採
用
ポ
ス

タ
ー
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
が
完
成
す
る
の
は
７
月
。
さ

て
、
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
ポ
ス
タ
ー

は
採
用
さ
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー

　

ど
れ
に
し
よ
う
か
な

　

５
月
２
日
、
延
岡
市
の
東
臼
杵
郡
市
畜

連
で
行
わ
れ
た
５
月
期
子
牛
・
育
成
郡
共

進
会
に
お
い
て
、
那
須
盛
男
さ
ん
（
尾
田

山
中
）
の
「
た
か
ふ
く
２
号
」
が
育
成
牛

の
部
で
優
等
首
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
た
か
ふ
く
２
号
」
は
、
昨
年
の

11
月
期
子
牛
郡
共
進
会
の
雌
牛
の
部
で
も

優
等
首
席
を
獲
得
し
て
お
り
、
今
回
が
２

度
目
。
体
型
、
姿
勢
、
毛
並
み
な
ど
、
全

て
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
共
進
会
に
は
村
か
ら
７

頭
が
出
場
。
雌
牛
の
部
で
一
等
が
３
頭
、

三
等
が
２
頭
。
育
成
の
部
で
優
等
が
１
頭
、

二
等
が
１
頭
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
福
桜
×
安
平
×
平
茂
勝
】

体
高
１
２
９
・
４
㎝
・
体
重
４
４
２
㎏

２
度
目
の
快
挙
！

郡
共
進
会
で
優
等
首
席

　

４
月
29
日
に
内
閣
府
よ
り
発
表
さ
れ

た
春
の
叙
勲
で
、尾
前
満
さ
ん（
70
歳
・
水

無
）が
瑞ず

い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

尾
前
満
さ
ん
は
昭
和
29
年
に
村
消
防

団
に
入
団
し
約
48
年
間
在
籍
。
そ
の
間
、

副
団
長
や
団
長
を
歴
任
し
、
村
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
、
団
員
の
消
防
技
術
向

上
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
村
民
の
安
全
確

保
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
在
職
中
は

平
成
15
年
か
ら
団
長
を
務
め
、台
風
災
害

や
火
災
の
現
場
な
ど
で
陣
頭
に
立
ち
、
活

動
す
る
団
員
を
指
揮
。
平
成
17
年
９
月
の

台
風
14
号
襲
来
時
に
は
団
員
一
丸
と
な
っ

て
災
害
復
旧
活
動
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
翌
年
に
は
、
村
消
防
団
が

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

長
年
の
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春
の
叙じ

ょ

勲く
ん

（
消
防
功
労
）

　

尾
前 

満
さ
ん
が
受
章

　

４
月
19
日
、
門
川
町
で
開
催
さ
れ
た
県

北
民
謡
選
手
権
大
会
。
第
20
回
記
念
と

な
っ
た
今
大
会
に
は
、
県
北
各
地
よ
り

２
３
３
組
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
椎
葉
村
か

ら
も
部
門
優
勝
を
目
指
し
６
人
が
出
場
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
「
日
向
市
長
・
牧
水
杯
の
部
」

で
椎
葉
ア
ス
エ
さ
ん
（
竹
の
枝
尾
日
添
）

が
正
調
刈
干
切
唄
を
歌
い
優
勝
。
ま
た
、

「
椎
葉
村
長
・
ひ
え
つ
き
の
里
杯
の
部
」

で
正
調
ひ
え
つ
き
節
を
歌
っ
た
椎
葉
き
よ

子
さ
ん
（
上
椎
葉
中
２
）
も
優
勝
し
ま
し

た
。
椎
葉
ア
ス
エ
さ
ん
は
昨
年
度
の
ひ
え

つ
き
節
日
本
一
大
会
・
正
調
の
部
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
で
、
椎
葉
き
よ
子
さ
ん
も
優
秀

賞
を
獲
得
し
た
実
力
者
。
お
二
人
の
今
回

の
結
果
は
、
や
は
り
日
頃
の
練
習
の
賜

た
ま
も
のと

い
え
ま
す
。

▲村長へ受章報告を行った尾前満さん（左）
　（５月７日・村長室）

▲那須盛男さん・初子さん夫婦と優等首席の
「たかふく２号」

▲ポスターはどれも甲乙付けがたいほどの
力作ぞろい

▲村長へ優勝の報告を行った
　椎葉きよ子さん（左）と椎葉アスエさん（右）
　（４月25日・村長室）
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椎葉
晃充
村長の

５月の
動き

▲区長・組合長定期総会で
　区長へ辞令を交付（13日）

７
日　

庁
議
（
役
場
）

８
日　

小
水
力
発
電
所
連
絡
協
議
会
総
会

　
（
熊
本
市
）

12
日　
耳
川
活
性
化
セ
ン
タ
ー
総
会（
日
向
市
）

　
　
　

郡
町
村
会
総
会
、
日
向
郡
南
振
興

協
会
（
日
向
市
）

13
日　

区
長
・
区
長
代
理
・
組
合
長
定
期

総
会
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

15
日　

九
州
整
備
局
要
望
活
動（
福
岡
市
）

17
日　

延
岡
村
人
会
（
延
岡
市
）

19
日　

耳
川
林
業
理
事
会
（
東
郷
町
）

　
　
　

県
治
山
林
道
協
会
役
員
会（
宮
崎
市
）

20
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
評
議
員
会
・

総
会
（
東
京
都
〜
21
日
）

22
日　
自
立
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議（
熊
本
市
）

23
日　

入
郷
地
域
期
成
同
盟
会
役
員
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

26
日　

社
協
理
事
評
議
員
会
、
国
保
運
営

協
議
会
（
す
こ
や
か
館
）

27
日　

三
協
会
合
同
通
常
総
会
、
町
村
会

役
員
会
（
宮
崎
市
）

28
日　

治
山
林
道
協
会
通
常
総
会
、
林
業

公
社
総
会
（
宮
崎
市
）

29
日　

村
臨
時
議
会
、
入
札
（
役
場
）

　
　
　

椎
葉
矢
部
砥
用
線
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

30
日　
商
工
会
総
会
、観
光
協
会
総
会（
商
工
会
）

むらのできごと
　

河
川
敷
に
植
樹
さ
れ
た
桜
の
苗
木
。

そ
の
周
り
を
囲
む
の
は
鹿
よ
け
ネ
ッ
ト
。

　

こ
こ
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
栂
尾
地

区
「
小
丸
川
源
流
ま
つ
り
」
の
会
場
で
、

「
せ
っ
か
く
植
え
た
桜
を
鹿
に
悪
こ
と

さ
れ
ん
ご
つ
」
と
、
地
区
の
人
た
ち
が

苗
木
の
周
り
を
一
本
一
本
丁
寧
に
防
護

し
ま
し
た
。

　

先
の
台
風
で
荒
ら
さ
れ
た
源
流
が
年

ご
と
に
素
晴
ら
し
い
地
と
な
る
よ
う
、

そ
し
て
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
自
然
の

良
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
願
い

ま
す
。

「
鹿
さ
ん
、
悪
こ
と
せ
ん
ご
つ
ネ･･･

」

栂
尾
モ
ニ
タ
ー
委
員　

黒
木 

美
代
子

鹿
と
の
競
争
!?

源
流
の
桜
は
ど
こ
に･･･▲満開の桜の木が並ぶのは数年後。今から楽し

みです。

【
景
観
行
政
団
体
と
は
】

　

景
観
行
政
団
体
と
は
、
景
観
法
に

基
づ
き
、
景
観
に
配
慮
し
た
む
ら
づ

く
り
を
行
う
た
め
の
景
観
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
が
可
能
な
自
治
体
で
す
。

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
、
椎
葉
村
独
自

の
景
観
形
成
の
ル
ー
ル
を
決
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
景
観
計
画
と
は
】

　

景
観
計
画
と
は
、
良
好
な
景
観
の

形
成
に
関
す
る
方
針
や
開
発
、
建
築

な
ど
の
一
定
行
為
に
対
す
る
規
制
や

景
観
上
重
要
な
、
樹
木
を
指
定
し
て

保
全
す
る
な
ど
、
地
域
性
を
生
か
し

た
景
観
づ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
】

　

景
観
計
画
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

22
年
度
ま
で
の
３
年
で
制
定
し
て
い

き
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見

に
沿
っ
た
景
観
計
画
に
し
て
い
く
た

め
、
景
観
に
関
す
る
説
明
会
、
意
見

公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
な

ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
、

景
観
に
関
す
る
村
条
例
の
制
定
も
同

じ
く
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 
商
工
観
光
係

　

☎
０
９
８
２
︱
６
７
︱
３
２
０
３

▲緑に囲まれた役場周辺の風景（上椎葉）

　平成16年に景観法が制定され、美しい街なみや良
好な景観を作り出すための制度が整備されました。
　村では、この景観法を活用して、椎葉村の魅力や
特性を生かした景観づくりを進めるため、県の同意
を受け、九州の村では初めてとなる景観行政団体に
なりました。

椎葉村は

「景観行政団体」に
なりました
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＝ ス ポ ー ツ  ＝

第
７
回

宮
崎
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

と　

き
：
５
月
11
日

と
こ
ろ
：
県
総
合
運
動
公
園（
宮
崎
市
）

■
大
会
成
績
（
陸
上
競
技
）

　
　

※
順
位
は
障
が
い
区
分
別

【
男
子
の
部
】

　

１
０
０
ｍ
走

　
　

３
位　

蔵
座　

元
士
（
追
手
納
）

　

ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー

　
　

１
位　

椎
葉　

静
雄
（
小
原
）

　
　

１
位　

椎
葉　

浄
信
（
向
山
日
添
）

　
　

３
位　

椎
葉　

兵
部
（
栗
の
尾
）

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　
　

２
位　

椎
葉　
　

満
（
上
福
良
）

　
　

３
位　

那
須　

義
美
（
尾
田
山
中
）

【
女
子
の
部
】

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

　
　

１
位　

椎
葉　

球
子
（
尾
田
山
中
）

　
　

１
位　

甲
斐
久
美
子
（
小
河
内
）

　
　

２
位　

赤
星　

文
子
（
上
椎
葉
）

　
　

２
位　

椎
葉　

春
子
（
新
石
原
）

▲椎葉春子さんの投球
　（ソフトボール投げ）

　

16
チ
ー
ム
92
人
が
参
加
し
た
村
長
杯
争

奪
戦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
。
今
回
戦
熱
を

制
し
見
事
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
っ
た
の

は
岩
屋
戸
Ａ
チ
ー
ム
。
８
月
３
日
に
清
武

町
で
開
催
さ
れ
る
第
26
回
宮
崎
県
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
村
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

▲ボールを見つめる真剣なまなざし

とき：４月28日　ところ：村グラウンド
村長杯ゲートボール大会

とき：５月17日　ところ：村総合運動公園
スポーツ少年団 春季大会

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

杉
の
子
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

準
優
勝　

松
尾
イ
ー
グ
ル
ス

　

３　

位　

尾
向
ソ
フ
ト

　

４　

位　

小
崎
小
ソ
フ
ト

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　

優　

勝　

松
尾
少
女
バ
レ
ー

　

準
優
勝　

椎
小
フ
レ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▲６年ぶり優勝・松尾少女バレー

▲平成20年度新規加入・小崎小ソフト

■
卓
球
の
部
（
大
河
内
小
）

　

※
中
学
生
と
合
同
練
習

■
剣
道
の
部

【
団
体
戦
】

　

優　

勝　

椎
葉
少
年
剣
道
Ａ

　

準
優
勝　

小
崎
少
年
剣
道

　

３　

位　

椎
葉
少
年
剣
道
Ｂ

　

４　

位　

尾
向
少
年
剣
道

【
個
人
戦
】

１
年
生
の
部　

出
場
な
し

２
年
生
の
部

　

優　

勝　

桑
原
一
平（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

椎
葉
花
梨（
尾
向
）

　

３　

位　

椎
葉
知
大（
椎
葉
）

　
　

〃　
　

尾
前
渚
紗（
尾
向
）

３
年
生
の
部

　

優　

勝　

長
友
大
雅（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

那
須
澪
佳（
小
崎
）

　

３　

位　

黒
木
響
生（
小
崎
）

　
　

〃　
　

尾
前
萌
々
花（
椎
葉
）

４･

５
年
生
の
部

　

優　

勝　

尾
前
篤
了（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

那
須
杏
理（
小
崎
）

　

３　

位　

右
田　

樹（
小
崎
）

６
年
生
の
部

　

優　

勝　

椎
葉
駿
輔（
椎
葉
）

　

準
優
勝　

長
友
沙
樹（
椎
葉
）

　

３　

位　

那
須　

歩（
椎
葉
）

　
　

〃　
　

尾
前
彩
夏（
椎
葉
）
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脂
質
異
常
症
は
以
前
は
高
脂
血
症
と
よ

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
血
液
中
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ

（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪

が
必
要
以
上
に
増
え
、
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ

に
な
っ
た
状
態
で
す
。
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
放
っ
て
お
く
と
動
脈
硬
化
が

徐
々
に
進
み「
心
筋
梗
塞
」「
脳
梗
塞
」「
膵

炎
」「
脂
肪
肝
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

予
防
す
る
に
は
食
事
か
ら
と
る
脂
肪
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。
肉
、魚
、卵
、大
豆
食
品
に

は
脂
肪
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を

主
に
使
う
料
理（
主
菜
）は
揚
げ
た
り
炒
め
た

脂
質
異
常
症
を

　

予
防
し
ま
し
ょ
う

健
康
レ
シ
ピ

「白身魚のカレーマリネ」

⑦

り
油
を
多
く
使
っ
て
調
理
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
主
菜
の
と
り
か
た
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

食
事
か
ら
と
る
脂
肪
を
減
ら
す
に
は

●
肉
は
脂
身
の
少
な
い
も
の
に
す
る
（
例

え
ば　

豚
ロ
ー
ス
肉
→
豚
も
も
肉
）

●
脂
肪
の
多
い
食
品
（
卵
、
魚
卵
、
内

臓
、
鶏
の
皮
、
ベ
ー
コ
ン
な
ど
）
は
蒸

す
、
ゆ
で
る
、
煮
る
、
焼
く
な
ど
し
て

余
分
な
脂
肪
を
除
く

●
１
日
に
肉
と
魚
は
少
し
ず
つ
か
、
ど
ち

ら
か
一
方
に
し
て
、
卵
や
大
豆
を
適
宜

利
用
す
る

●
テ
フ
ロ
ン
加
工
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
う

●
余
分
な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
体
の
外
へ

出
す
働
き
を
す
る
食
物
繊
維
を
多
く
含

む
食
品
（
野
菜
、
海
草
類
、
い
も
類
な

ど
）
を
多
く
食
べ
る

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

福
祉
保
健
課 

保
健
予
防
係

　

☎
０
９
８
２―

６
８―

７
５
１
０

【作り方】

① 野菜はせん切りし、調味料と合わせてしん

なりするまでおく。

② 白身魚は素焼きする。

③ 焼きたての魚に①をからめ、冷めるまでお

いて味をなじませる。

【材料】※４人分
白身魚（さわら）　　４切れ（１切れ約70g）
たまねぎ　　　　　１個（120g）
にんじん　　　　　１/ ４本（60g）
青ピーマン　　　　２個（40g）
砂糖　　　　　　　小さじ２／３
カレー粉　　　　　小さじ１
酢　　　　　　　　大さじ２、小さじ２
うすくちしょうゆ　小さじ２
塩　　　　　　　　小さじ１／４
だし　　　　　　　大さじ２、小さじ２

【成分表】※１人分

　エネルギー：150kcal

　たんぱく質：14.8g

　脂　　　質：6.8g

　塩　　　分：0.9 g

　野菜の重量：55g

村を担
にな

う若い力　椎葉村青年団

200匹の「こいのぼり」

　５月10日に総会を開い

た椎葉村青年団。現在の会

員数は45人。今年度もた

くさんのイベントを計画し

ました。みんなで力を合わ

せて頑張ります。

〜主なイベント〜
　５月　こいのぼり設置

　８月　映写会

　　　　小学生とのキャンプ

　９月　県青年大会

　11月　全国青年大会

　　　　平家まつり「猪鍋」

　　　　とびがち大会

　12月　青年サンタ

その他　平寿園慰問

　　　　ボランティア活動

今年度も
頑張るぞ！

　５月５日は「こどもの日」。今年も椎葉村
青年団で、村立病院下の河川敷に200匹のこ
いのぼりを泳がせました。この取り組みは今
年で２年目。ゴールデンウィークの帰省客や
銘水の郷釣り大会の参加者など、多くの方か
ら好評を得ました。
　よろしければ、ご家庭に眠っているこいの
ぼりを、青年団に譲ってください。来年もた
くさんのこいのぼりを、元気いっぱい泳がせ
ます。　　　  椎葉村青年団　会長 椎葉公之
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備えあれば憂
う れ

いなし
労
働
が
健
康
の
秘
訣

　

早
い
も
の
で
、
椎
葉
で
７
回
目
の
夏
を

迎
え
て
い
ま
す
。
農
作
業
は
１
段
落
つ
い

た
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ
ま
だ
で
す
ね
。
椎

葉
に
来
て
一
番
思
う
こ
と
は
、
山
や
田
畑

で
生
き
る
高
齢
者
の
元
気
な
こ
と
で
す
。

や
は
り
人
は
健
康
に
生
き
る
た
め
に
は
適

度
な
労
働
が
必
要
な
ん
だ
な
と
思
わ
さ
れ

ま
す
。

薬
よ
り
も

大
事
な
物
と
は
？

　

実
は
腰
痛
は
腹
筋
や
背

筋
の
筋
力
低
下
が
主
要
な

原
因
で
す
。
注
射
や
シ
ッ

プ
は
補
助
的
な
治
療
法
で

腰
痛
を
元
か
ら
治
そ
う
と
思
え
ば
、
自
分

の
腹
筋
、
背
筋
力
を
落
と
さ
な
い
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。
膝
痛
も
大
腿
部
や
膝

の
周
囲
の
筋
力
の
低
下
が
根
本
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
糖

尿
病
の
一
番
基
本
と
な
る
治
療
法
は
運
動

と
食
事
量
の
調
整
で
す
し
、
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
も
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

か
な
り
改
善
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
う
つ
や

自
律
神
経
失
調
症
の
予
防
や
改
善
に
も
、

農
作
業
や
屋
外
で
の
作
業
が
好
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
多
く
の
書
物
に
書
か
れ
て
い

る
通
り
で
す
。こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、

山
や
田
畑
で
生
き
る
椎
葉
の
高
齢
者
が
元

気
な
の
は
、
適
度
な
屋
外
活
動
を
毎
日
続

け
て
い
る
た
め
と
頷う

な
ずけ
る
わ
け
で
す
。

共
に
必
要
な
存
在
で
す

　

病
院
も
皆
さ
ん
の
体
と
同
じ
で
す
。
使

わ
れ
な
い
で
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
体
力
が

衰
え
ま
す
。
逆
に
、
皆
さ
ん
が
使
っ
て
く

だ
さ
る
と
、
最
初
は
少
し
心
も
と
な
く
思

え
て
も
体
力
、
技
術
力
、
知
力
が
充
実
し

て
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
椎
葉
病
院
を
大

き
く
育
て
て
く
だ
さ
る
こ
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
ま
た
椎
葉
病
院
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
処
理
の
電
子
化
や
薬
の
後
発
医
薬
品

（
品
質
中
身
は
全
く
同
じ
で
値
段
の
安
い

薬
）
の
採
用
な
ど
無
駄
の
な
い
診
療
に
心

が
け
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
る
村
民
の

方
に
近
い
「
全
村
民
の
か
か
り
つ
け
医
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

椎
葉
村
国
民
健
康
保
険
病
院

　

☎
０
９
８
２
︱
６
７
︱
２
０
０
８

知
っ
て
安
心
、我
が
身
を
守
る

　

こ
こ
で
屋
外
で
の
農
作
業
で
の
注
意
事

項
で
す
。

１
．
で
き
る
だ
け
朝
や
夕
方
の
涼
し
い
時

期
に
行
い
ま
し
ょ
う
。（
暑
い
日
中

は
昼
寝
が
一
番
、
暑
く
て
寝
ら
れ
な

い
？
）

２
．
休
憩
を
適
宜
と
り
ま
し
ょ
う
。（
根

を
詰
め
す
ぎ
ず
日
陰
で
一
休
み
が
大

切
）

３
．
直
射
日
光
に
は
当
た
ら
な
い
。
日
焼

け
止
め
や
薄
い
上
着
な
ど
を
有
効
に

使
い
ま
し
ょ
う
。（
直
射
日
光
は
皮

膚
癌
の
大
き
な
原
因
で
す
）

４
．
水
分
は
持
ち
歩
き
こ
ま
め
に
補
給
し

ま
し
ょ
う
。（
朝
晩
と
い
え
ど
も
水

分
補
給
は
怠
ら
な
い
よ
う
に
）

５
．
明
日
で
き
る
こ
と
は
明
日
に
（
も
う

少
し
と
思
っ
て
疲
れ
て
い
る
体
を
無

理
に
使
う
と
事
故
の
元
）

６
．
う
ー
と
そ
れ
か
ら
、
マ
ム
シ
に
注

意
・・・
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
時
は
・・・

そ
れ
に
イ
ノ
シ
シ
に
出
会
っ
た
場
合

は
・・・
山
で
道
に
迷
っ
た
時
は
・・・

　

こ
ん
な
こ
と
だ
ら
だ
ら
書
く
よ
り
夏
の

屋
外
で
の
作
業
の
注
意
事
項
、
椎
葉
の
皆

さ
ん
の
ほ
う
が
ず
っ
と
ご
存
じ
で
す
ね
。

健
康
な
心
と
体
を
保
つ
た
め
、
適
度
な
屋

外
作
業
を
つ
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
さ

あ
僕
も
草
む
し
り
で
も
し
て
体
を
動
か

す
か
。

適
度
な
農
作
業
を

　
　

続
け
ま
し
ょ
う

椎葉村国民健康保険病院

院長　吉持 厳信
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白
鳥
神
社
は
、
向
山
日
当
・
向
山
日
添
・

追
手
納
の
三
地
区
の
氏
神
で
あ
る
。
椎
葉
ク

ニ
子
さ
ん
経
営
の
民
宿
「
焼
畑
」
の
前
の
林

道
を
少
し
下
っ
て
行
く
と
、
舌
状
に
張
り
出

し
た
丘
が
あ
っ
て
、白
鳥
神
社
境
内
で
あ
る
。

一
間
四
方
の
神
殿
と
、
や
は
り
一
間
四
方
の

幣へ
い

殿で
ん

に
三
間
と
二
間
半
の
拝
殿
で
あ
る
。
神

殿
に
は
厨ず

子し

が
あ
っ
て
、
神
楽
の
山
の
神し

ん

幣ぺ
い

と
普
通
の
御ご

幣へ
い

と
が
た
く
さ
ん
納
め
ら
れ
て

い
た
。
御
神
体
は
「
白
鳥
毛
の
槍や

り

」
が
あ
っ

た
は
ず
だ
が
、
今
は
な
い
と
い
う
。
社
殿
は

北
々
東
に
向
け
て
た
て
ら
れ
て
い
る
。
辺
り

は
眺
望
絶
景
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
泉
水

そ
の
他
の
神
社
ら
し
い
設
備
が
な
い
。
椎
葉

歳
治
氏
は
御
池
の
里
宮
だ
か
ら
、
と
い
う
。

　

社
伝
に
よ
る
と
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
四

年
）勧
請
し
て
白
鳥
権
現
と
称
し
た
と
い
う
。

明
治
四
年
、
向
山
神
社
と
改
称
し
た
。
村
社

だ
っ
た
。
祭
神
は
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
と
言
う
。『
古

事
記
』
に
は
、
日
本
武
尊
は
、
死
後
、
白
鳥

と
化
し
て
大
空
に
飛
び
発
っ
た
と
見
え
る
。

た
だ
し
社
伝
に
よ
れ
ば
、
白
鳥
神
社
と
申
し

上
げ
る
の
は
、
内
大
臣
平
重
盛
所
持
の
「
白

鳥
毛
の
槍
」
を
納
め
た
た
め
と
い
う
。
若
き

日
の
重
盛
は
豪
将
で
、
平
治
の
乱
に
は
悪
源

太
義
平
と
左
近
の
桜
と
右
近
の
橘
を
七
度
半

駆
け
巡
っ
て
切
り
結
ん
だ
と
い
う
が
「
白
鳥

毛
の
槍
」
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
椎
葉
だ

け
の
伝
承
だ
ろ
う
。
御
池
の
清
経
が
自
刃
し

た
と
い
う
旧
三
月
十
七
日
は
、
こ
の
白
鳥
神

社
の
春
祭
り
で
、
御
武
者
（
的
射
）
が
行
わ

れ
る
。清
経
た
ち
の
慰
霊
の
た
め
だ
と
い
う
。

冬
祭
り
は
願
成
就
の
祭
り
で
、
向
山
日
添
は

十
二
月
第
一
土
曜
、尾
前
は
同
月
第
二
土
曜
。

向
山
日
当
は
同
第
三
土
曜
、
追
手
納
は
同
第

四
土
曜
に
そ
れ
ぞ
れ
お
神
楽
を
奉
納
す
る
。

白
鳥
神
社
に
神
迎
え
に
行
き
、
お
神
酒
を
し

て
幣
を
調
整
し
、
神
楽
一
番
を
奉
納
し
て
ム

ラ
に
お
連
れ
す
る
。
因
み
に
五
家
荘
の
樅
木

に
も
白
鳥
神
社
が
あ
る
。　
　
（
山
中 

耕
作
）

　

壇だ
ん
　
の
　
う
ら

ノ
浦
か
ら
逃
げ
て
来
た
左さ

中ち
ゅ
う

尉じ
ょ
う

平
清
経

た
ち
は
、
今
の
五
ヶ
瀬
町
の
本も

と

屋や

敷し
き

か
ら
、

波
帰
ち
ゅ
う
所
を
ば
通
り
、
国
見
ト
ン
ネ
ル

が
出
来
る
前
ま
で
通
っ
て
お
っ
た
霧き

り

立た
ち

越ご

え
を

す
る
こ
と
に
し
て
ぇ
、
白
岩
山
（
一
六
四
六
米
）

に
登
り
、
尾
根
伝
い
に
尾
前
の
荒
尾
平
に
来

た
ち
ゅ
う
た
い
。
南
に
行
け
ば
仲
塔
渓
谷
じ
ゃ

が
、西
に
道
を
と
っ
た
ち
ゅ
う
わ
け
の
よ
の
う
。

そ
っ
で
、
荒
尾
平
で
尾
根
が
切
れ
た
も
ん
じ
ゃ

か
ら
、
ど
け
ぇ
行
こ
う
か
と
、
皆
で
評
定
し
た

と
た
い
。
そ
れ
で
の
う
、
い
ち
ば
ん
低
い
山
の

腰
を
ば
越
え
た
そ
う
た
い
。そ
っ
じ
ゃ
か
ら「
腰

越
」
と
い
う
と
よ
の
う
。
そ
の
腰
越
の
て
っ
ぺ

ん
に
、
灰
鷹
堂
ち
ゅ
う
小

し
ょ
う
祠し

が
あ
っ
て
の
う
、

携た
ず
さえ
て
来
た
鷹た

か

を
ば
、
放
し
て
や
っ
た
所
ち
ゅ

う
い
わ
れ
が
残
っ
て
お
る
げ
な
た
い
。

　

そ
の
荒
尾
平
で
、道
案
内
の
者
が
、方
向
を

ば
定
め
る
た
め
に
よ
、矢
を
射
た
ち
ゅ
う
た
い
。

そ
う
し
た
り
ゃ
あ
、
弦つ

る

が
切
れ
て
、
矢
が
下
に

落
ち
た
と
や
ら
、
そ
の
番つ

が

え
た
矢
が
、
雁か

り

股ま
た

の

矢
だ
っ
た
ち
ゃ
う
や
ら
、
定さ

だ

か
じ
ゃ
あ
ね
え
ど

も
。
そ
の
矢
が
、
流
れ
着ち

ぃ
た
と
こ
ろ
が
尾
前

の「
矢
の
又
」と
も
言
わ
れ
て
お
る
と
げ
な
。

　

さ
て「
水つ

る流
の
平
」を
渡
り「
腰
越
」を
ば
通
っ

て
、
向
山
の
「
一
の
谷
」
に
た
ど
り
着
ぃ
た
。

そ
し
て
の
う
「
白
水
の
滝
」
で
米
を
ば
研て

ぇ

だ
ち
い
わ
れ
と
る
た
い
。
そ
し
て
の
う
、
て
っ

ぺ
ん
の
尾
根
で
た
い
、
飯
を
ば
炊て

ぇ
た
ち
ゅ

う
た
い
。
五
徳
を
ば
置お

ぇ
え
て
、
炊
ぇ
て
た
も

ん
じ
ゃ
か
ら
、
そ
こ
に
「
金
の
尾
」
ち
ゅ
う
地

名
が
付ち

ぃ
た
ち
ゅ
う
た
い
。
そ
の
後
石
堂
屋

（
一
三
三
五
米
）
に
登
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。
そ
の

と
き
ぃ
、大
将
株
の
家
来
ど
も
が
五
人
お
っ
て
、

そ
っ
で
五
勇
山
（
一
六
六
二
米
）
ち
て
言
う
よ

う
に
な
っ
た
山
へ
行
っ
た
と
た
い
。
そ
け
え
一

晩
泊
ま
っ
て
の
ぅ
、
今
度
は
尾
根
伝
い
に
烏え

帽ぼ

子し

岳だ
け

（
一
六
九
一
米
）
に
来
た
り
ゃ
あ
、
そ

け
ぇ
石し

ゃ
く
な
げ

楠
花
が
茂
っ
と
っ
た
も
ん
じ
ゃ
か
ら
、

烏
帽
子
を
ば
捨
て
た
ち
ゅ
う
た
い
。
ま
た
「
見

越
」
は
遠
く
ま
で
見
越
し
て
見
ゆ
る
所
と
言

わ
れ
る
た
い
。
そ
れ
か
ら
白
鳥
山
（
一
六
三
九

米
）
に
来
て
、
て
っ
ぺ
ん
近
く
の
御み

池い
け

に
、
清

経
の
本
陣
を
ば
構
え
た
ち
ゅ
う
た
い
。
付
近

を
開
墾
し
て
の
う
、
粟あ

わ

種だ
ね

を
ば
買
う
て
き
て
、

焼
畑
を
ば
し
た
ち
ゅ
う
た
い
。
向
山
日
添
の

奥
の
「
金
の
内
」
に
ゃ
新し

ん

中ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

知と
も

盛も
り

の
若

君
と
乳
母
が
い
た
と
も
言
わ
れ
と
る
。
そ
れ

か
ら
小
林
ち
ゅ
う
所
に
陣
屋
を
置
い
た
と
た

い
。
御
池
側
の
谷
を
ば
「
後
谷
」、時し

ぐ
れ雨
岳だ

け
（
金

の
内
山
と
も
、
一
五
四
六
米
）
か
ら
流
れ
て
く

る
谷
を
「
前
の
谷
」
と
呼
び
お
っ
た
た
い
。

　

そ
う
こ
う
し
て
お
る
う
ち
ぃ
時
が
過
ぎ
て
、

旧
春
三
月
十
七
日
の
こ
と
じ
ゃ
っ
た
。
小
林

か
ら
は
麓ふ

も
と
に
あ
た
る
野の

刈が
ら

目め

に
出
て
お
っ
た

物
見
が
、
真
っ
青
に
な
っ
て
陣
屋
に
戻
っ
て

来
て
言
う
こ
と
に
ゃ
あ
「
源
氏
の
大
軍
が
改

め
て
来
た
！
」。
じ
ゃ
が
、
雨
の
晴
れ
間
に
、

白
旗
を
立
て
て
お
る
よ
う
に
見
え
る
と
は
、

実
は
コ
ブ
シ
の
花
じ
ゃ
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

じ
ゃ
け
ん
ど
、
そ
れ
が
間
違
い
と
も
知
ら
ず

陣
屋
の
者
は
、す
ぐ
に
御
池
の
本
陣
に
登
っ
て
、

御
大
将
に
知
ら
せ
た
。
本
陣
で
は
、
鍾
乳
洞

の
所
の「
御
坂
の
尾
」に
登
っ
て
確
か
め
た
ち
ゅ

う
わ
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
も
、
間
違
い
と
は
気

付
か
ず
、が
っ
か
り
し
て
し
も
う
た
。
そ
れ
で
、

皆
で
評
議
を
ば
し
て
、
一
門
の
再
興
を
図
る
者

は
、白
鳥
山
か
ら
裏
山
伝
い
に
五ご

か
の
し
ょ
う

家
荘
の
椎
原・

久
連
子
・
葉
木
に
逃
げ
る
こ
と
に
し
、
敵
の
手

に
懸
か
る
よ
り
か
は
、
討
ち
死
し
た
方
が
え

え
、
と
思
う
者
は
、
刺
し
違
え
た
り
、
切
腹

し
て
最
後
を
飾
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

そ
れ
で
こ
の
御
池
は
、
こ
う
し
た
先
祖
の

聖
地
じ
ゃ
か
ら
の
う
、
立
ち
入
る
こ
と
を
嫌
う

て
控
え
た
そ
う
な
た
い
。
た
だ
雨
乞
い
の
時

だ
け
は
、
向
山
地
区
中
九
八
戸
で
、
御
池
に

登
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。
三
つ
あ
る
池
の
内
、
三

の
池
は
水
が
多
い
の
で
の
う
、
皆
で
大
騒
動

し
て
汚
す
と
、必
ず
雨
が
降
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
た
い
。
源
氏
の
追
討
使
の
那
須

大
八
郎
宗
久
は
、
五
ヶ
瀬
町
の
本
屋
敷
か
ら
、

尾
根
伝
い
に
の
う
、
平
家
の
清
経
た
ち
を
ば

追
う
て
、
椎
葉
に
入
り
込
ん
だ
け
ん
ど
が
、

御
池
や
小
林
や
ら
に
清
経
ど
も
が
お
る
こ
と

に
気
付
か
じ
ぃ
、
道
を
ば
左
に
と
っ
て
、
財

木
越
え
を
ば
す
る
こ
と
に
し
て
ぇ
の
う
、
財

木
・
奥
村
・
十
根
川
ま
で
来
て
陣
屋
を
構
え

た
ち
ゅ
う
た
い
。
そ
こ
で
し
ば
ら
く
様
子
を

見
て
お
っ
た
り
ゃ
あ
、
西
の
「
金
の
内
」
あ

た
り
か
に
火
の
煙
り
が
見
え
た
、
ち
ゅ
う
て
、

十
根
川
か
ら
、
耳
川
沿
い
に
進
み
、
向
山
川

（
水
無
川
と
も
）
に
沿
う
て
「
追
手
納
」
ま
で

来
た
と
こ
ろ
、
清
経
た
ち
平
家
一
門
は
す
で

に
自
滅
し
て
、
御
池
の
本
陣
は
、
も
ぬ
け
の

殻
だ
ち
ゅ
う
こ
と
で
、
も
う
こ
れ
以
上
追
う

こ
と
は
な
い
、と
追
っ
て
を
納
め
た
の
で
「
追

手
納
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
ち
ゅ
う
た
い
。

　

今
で
も
椎
葉
の
平
家
の
子
孫
の
家
は
、
コ

ブ
シ
は
植
え
ん
ち
ゅ
う
た
い
。
ま
た
、
熊
本

県
の
矢
部
の
内な

い

大だ
い

臣じ
ん

の
下
の
方
で
は
、
コ
ブ

シ
の
花
が
咲
く
と
重
盛
公
が
泣
く
、
ち
ゅ
う

話
が
残
っ
て
お
る
。

（
聞
き
手
椎
葉
浪
子
、
西
南
学
院
大 
吉
田
扶

希
子
・
森
山
苑
子
・
片
山
怜
・
秋
山
文
香
）

椎
葉
の
民
話

104

「
白し

ら

鳥と
り

山や
ま

と
平た

い
ら
の
き
よ
つ
ね

清
経
」

語
り
手　

椎
葉 

歳
治 
さ
ん

（
向
山
日
添
）

大
正
11
年
５
月
１
日
生
ま
れ

椎
葉
の
散
歩
道
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　スポーツの季節です。椎葉村体育協会では「誰でも、いつでも、どこでも」
をモットーに、スポーツの振興を図っています。そこで、スポーツをやりた
い方、興味のある方、加入してみんなと一緒に活動したい
という方は、ぜひ下記団体までご連絡ください。
　あなたのやりたいスポーツが、あなたにとって一生涯付
き合えるスポーツが見つかるかもしれません。参加した村
民の一人一人が、運動・スポーツをする事はもとより、ス
ポーツを通して性別、世代、地域を越えて豊につながり合
えるよう、共に健康・体力の向上に努めていきましょう！！

■問い合わせ先
　建退共 宮崎支部
　　☎０９８５−２０−８８６７
　　０９８５−２０−８８８９

忘れずに！
「狂犬病予防注射」

　「狂犬病」は、人間が発病すると有
効な治療法がなく、ほぼ100%死亡す
る恐ろしい病気です。日本での発生
報告は50年以上ありませんが、２年
前海外からの帰国者２人が発病し死
亡しています。海外から多くの動物
が日本へ渡ってきている現在、いつ日
本で発生してもおかしくありません。
　犬の適正管理は法律で義務づけら
れています。愛犬は登録をして、必ず
狂犬病予防注射を受けさせましょう。
■登　録　料　3,000円
　※犬の一生に一度です。
■予防注射料　3,000円
　※毎年必要です。
■予防注射実施日
　７月７日（月）〜 10日（木）

※詳細な時間は組合の回覧文書と
オフトークでご確認ください。

※既に登録されている方には個別
にご連絡いたします。

■問い合わせ先
　役場 税務住民課 環境衛生係
　　☎０９８２−６７−３２０５

チャレンジ！
国家公務員採用試験

　人事院では、高等学校卒業程度の
試験として「平成20年度国家公務員
採用㈽種試験」を実施します。

■受験資格
昭和62年４月２日〜平成３年４月
１日生まれの方

■受付期間
　６月24日（火）〜７月１日（火）
■第１次試験日　９月７日（日）
　※九州地区では９試験地で実施
■問い合わせ先
　人事院九州事務局
　〒812-0013
　福岡市博多区博多駅東2-11-1
　　☎０９２−４３１−７７３３
　HPアドレス
　　http://www.jinji.go.jp/

聞かせてください！
未来を創る あなたの意見

「青少年の主張」作文募集
　青年らしい自由でユニークな発想
の作文を募集しています。

■対象者
　15歳（中学卒業者）〜 29歳
■作文内容

①社会や世界に向けての意見、未
来への希望や提案

②青少年健全育成活動、地域づく
り活動、団体・グループ活動な
どとの関わりの中での意見や
提言

③テレビ、新聞などで報道される
青少年問題や社会のさまざまな
出来事に対する意見や提言

■募集方法
400字詰め原稿用紙３〜４枚程度・
５分以内で発表できるもの

■募集期限　７月18日（金）
■提出先・問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　　☎０９８２−６７−２８５０

健康増進！　体力向上！　生きがいづくり！
みんなでスポーツを始めよう！！

■問い合わせ先　椎葉村体育協会（事務局：椎葉智成）
　　☎０９８２−６７−２８５０（椎葉村教育委員会）

団　体　名 連　　絡　　先

バ レ ー ボ ー ル 協 会 事務局　椎葉今朝志 ☎67-3206（役場農林振興課）

ソ フ ト ボ ー ル 協 会 事務局　那須　孝寛 ☎67-3207（役場建設課）

軟 式 野 球 連 盟 事務局　椎葉　竜也 ☎67-3205（役場税務住民課）

ゲ ー ト ボ ー ル 協 会 事務局　椎葉　文典 ☎67-2275（社会福祉協議会）

ミニバレーボール協会 会　長　椎葉　誠一 ☎67-2428（福祉作業所 楽らく村）

グラウンドゴルフ協会 会　長　岡村　実義 ☎67-1952（自宅）

弓 道 ク ラ ブ 事務局　橋本　浩美 ☎67-2014（橋本商店）

バスケットボールクラブ 代　表　椎葉　貴幸 ☎67-3206（役場農林振興課）

バドミントンクラブ 会　長　中園　　騰 ☎67-2020（中園本店）

ミ ニ テ ニ ス ク ラ ブ 会　長　松岡　貞見 ☎67-2234（自宅）

剣道クラブ（剣志会） 事務局　椎葉　一也 ☎67-2226（国保病院売店）

募　　集



Shiiba Information

お知らせ
６月

●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●５月１日現在
　男　　1,621人（＋19）
　女　　1,640人（＋17）
　計　　3,261人（＋36）
世帯数　1,275戸（＋20）
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■受付場所　県庁 附属棟304号室
■出張受付　延岡総合庁舎 201号及

び202号会議室
　７月23日（水）〜24日（木）
　9：30〜16：00
■申請書配布場所

総務事務センター、各県税・総務
事務所、西臼杵支庁、串間･西都
土木事務所

■問い合わせ先
　宮崎県総務部総務事務センター
　　☎０９８５−２６−７２０８

　知っていますか？　
建設業退職金共済制度

　建設業退職金共済は、建設現場で
働く方々のために「中小企業退職金
共済法」という法律により国が作っ
た退職金制度です。
　事業主の方々は、現場で働く労働
者の共済手帳に働いた日数に応じて
掛金となる共済証紙を貼り、その労
働者が建設業界で働くことをやめた
ときに建退共から退職金を支払うと
いう、いわば業界全体での退職金制
度です。

【加入できる事業主】
　建設業を営む方

【対象となる労働者】
　建設業の現場で働く人

【掛　金】日額310円
★ 特　長 ★

◎国の制度なので安全、確実、申
し込み手続きは簡単です。

◎経営事項審査で加点評価の対象
となります。

◎掛金の一部を国が助成します。
◎掛金は事業主負担となります

が、法人は損金、個人では必要
経費として扱われ、税法上全額
非課税となります。

◎事業主が変わっても退職金は企
業間を通算して計算されます。

　ホームページ「建退共」に、退職
金の試算・パンフレット請求等、建
退共制度の知りたい情報が記載され
ています。ぜひ、アクセスしてご覧
ください！！
■HPアドレス

http://www.kentaikyo.taisyokukin.
go.jp/

お 知 ら せ
税の納期（６月分）

　納期限内に納めましょう。
　・村（県）民税（１期）
　・国民健康保険税（１期）
■納期限　　　６月30日
■口座振替日　６月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課
　　☎０９８２−６７−３２０５

気になれば「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　６月10日（火）
　　　　７月８日（火）
　　　　※毎月第２火曜日
■時間　8：30〜12：00
■場所　椎葉村高齢者センター
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政係
　　☎０９８２−６７−３２０１

悩まずに「心配ごと相談」へ
　夫婦や家族のこと。お金のこと。
ちょっとしたトラブル。どんなこと
でもけっこうです。心の悩みをかか
えていませんか？　ぜひご相談くだ
さい。（電話でも対応いたします）
■期日　６月16日（月）
　　　　７月22日（火）

　　　　　※毎月第３月曜日
　（ただし、祝祭日の場合は翌日）
■場所　保健センター「すこやか館」
■問い合わせ先
　社会福祉協議会
　　☎０９８２−６７−２２７５

児童手当の受給には
現況届が必要です

　平成20年度の児童手当現況届の受
付を行います。これは、年１回６月
１日現在の児童の療育状況などを調
査し、児童手当を引き続き受けるこ
とができるかを確認するためのもの
です。
　今回の手続きにより６月以降の児
童手当を受給することができます。
必ず期間内に手続をお済ませくだ
さい。
■受給対象者
　12歳以下（小学６年生まで）の児

童を養育されている方
■受付期間
　６月２日（月）〜 30日（月）
　※土日祝祭日を除く平日のみ
■受付時間　8：30〜17：15
■持参するもの
　①印鑑
　②保険証などの写し

※今年１月１日以降に村外より転
入されてきた方は、前居住地の
所得証明書（児童手当用･平成
19年所得分）が必要です。

■現況届出先・問い合わせ先
　総合保健センター「すこやか館」
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２

物品の入札参加には
審査申請が必要です

　宮崎県が行う物品の買い入れ等
の入札に参加するには「競争入札
参加資格者名簿」への登録が必要
です。
　希望される方は、資格審査申請を
行ってください。
■受付期間
　７月１日（火）〜 31日（木）
　※土日祝日を除く
■受付時間　9：00 〜 16：00
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カメラ さんぽ

▲共同で作業をする椎葉幸男さん（六弥太）。摘んだ茶葉
は隣村の製茶工場へ（５月15日・上椎葉）

　５月になると村内各地で行
われる茶摘み。椎葉には昔な
がらの山茶が存在し、釜

かま

炒
い

り
手もみで自家製の釜炒り茶が
作られてきました。最近では、
茶摘みの風景を見ることはで
きても“大釜で炒って手もみ
をする”といった昔ながらの
作業を見ることはほとんどで
きなくなってしまいました。

♪夏も近づく
　八十八夜･･･

▶
向
山
日
添
神
楽
の
「
森
の
弓
」。

最
後
に
は
、
災
難
を
逃
れ
る
と

さ
れ
る
「
弓
通
し
」
が
行
わ
れ
、

観
客
全
員
が
弓
の
輪
を
く
ぐ
っ

て
帰
り
ま
し
た
。

椎葉の夜に 神楽太鼓が鳴り響く
　夜８時。ライトアップされ
暗闇から現れた大太鼓。か
がり火の揺れる幻想的な雰
囲気の中、太鼓の音が響き
渡る。５月３日からの３日間、
恒例の「椎葉郷土芸能の夕
べ」が開催され、訪れた延
べ200人の観光客に、民謡
や神楽が披露されました。

（５月３日・椎葉民俗芸能
博物館）

▲観客へ民謡「ひえつき節」
の振り付けを指導

▲子どもたちが毎日食べている給食。大人たちにはとても
懐かしい給食。日本のすばらしい文化です。

　

年
に
一
度
の
「
親
子
ふ
れ
あ
い
給

食
」。
今
日
の
献
立
は
ひ
じ
き
ご
飯
に

春
雨
ス
ー
プ
。
そ
し
て
、
ホ
ウ
レ
ン
草

の
和
え
物
と
牛
乳
。
児
童
が
説
明
を
し

て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
「
い
た
だ
き
ま

〜
す
」。

（
５
月
14
日
・
松
尾
小
学
校
）

親子で食べる
おいしい給食

▶
で
き
た
て
温
か

　
「
ひ
じ
き
ご
飯
」

▲おじいちゃん、おばあちゃんと手をつなぎ、横断歩道を
渡ります。

手をあげて 右見て左見て 右を見て

　

交
通
安
全
教
室
で
椎
葉
駐
在

所
と
日
向
地
区
交
通
安
全
協
会

の
み
な
さ
ん
が
交
通
指
導
。
鹿

野
遊
小
学
校
の
全
校
児
童
８
人

と
地
区
の
高
齢
者
12
人
が
交
通

ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た
。

（
５
月
２
日
）

▲手をあげて、左右をしっかり
確認
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春夏秋冬　まるごと椎葉

突然変異？
黄金ガエルと
巨大な茶の葉

　「珍しい物を見つけた！」と連絡を受け
取材へ行ってみると、そこにいたのは黄金
のカエル。田植えの準備中、田んぼの中を
泳いでいるところを捕獲されました。また、

「これも珍しいじゃろ」と見せてもらった
のは巨大な茶の葉。なんとその大きさは、
手の平と同じほどでした。（５月16日・水越）

▲黄金のカエルを見つけた（作業
中に助けた）椎葉為夫さん（水
越）。集まったみんなが「カエル
の恩返しがあるかも」と。写真
を撮った後は、田んぼの外へ放
してやりました。

▶
一
枚
の
大
き
さ
が
20
セ
ン
チ
も
あ
る
巨
大
茶
葉
に
び
っ
く

り
。
３
年
前
に
椎
葉
史
公
さ
ん
（
水
越
）
が
発
見
。「
去
年

は
30
セ
ン
チ
は
あ
っ
た
ぞ
」
と
聞
い
て
、さ
ら
に
び
っ
く
り
。

▶
椎
葉
文
雄
さ
ん
、
ク
ス
エ
さ
ん
夫
婦
と
椎
葉
利
明
さ
ん

（
矢
立
）。
機
械
で
田
植
え
を
し
て
く
れ
る
椎
葉
一
光
さ
ん

（
合
戦
原
）
に
、
地
区
の
み
な
さ
ん
は
大
助
か
り
で
す
。

　「田植えの手伝いに45人が来たこともある」と教えて
くれた椎葉クスエさん。昔は地区の人が集まり、一日苗
取りをして次の日に田植えをし、その繰り返しでひと月
かけてみんなの田植えをしていたとのこと。この日苗を
植えたのは、約３反（30ａ）程の田んぼ。田植機を使っ
ての作業は、昼までの半日で終了しました。

小さな苗よ 大きく育て
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驚
か
す
の
が
大
好
き
な「
ぬ
ぬ
ぬ
」

オ
バ
ケ
が
、
い
ろ
ん
な
い
た
ず
ら
を

す
る
よ
。
ど
う
な
る
か
、
見
て
て
ご

ら
ん
。
０
歳
児
か
ら
の
読
み
聞
か
せ

に
最
適
な
、文
字
と
音
の
絵
本
で
す
。

出
生　
お
め
で
と
う

　
　

佐
野 

陽ひ
ま
り愛 

ち
ゃ
ん

（
針
金
橋
）
誠
・
妙
織 

さ
ん

　
　

原
田 　

樹た
つ
き 

く
ん

（
新
下
松
尾
）
篤
・
聖
子 

さ
ん

　
　

原
田 

雅み
や
び妃 

ち
ゃ
ん

（
小
河
内
）
健
司
・
の
ぞ
み 

さ
ん

　
　

那
須 　

響ひ
び
き 

ち
ゃ
ん

（
間
柏
原
）
正
一
郎
・
久
美
子 

さ
ん

死
亡　

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

山
本　
　

勝 

様（
ロ
ク
ロ
）八
十
歳

鹿
瀬　

福
一 

様（
岩
屋
戸
上
）九
十
三
歳

那
須　

芳
陸 

様（
石　
　

原
）八
十
一
歳

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

　

故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

山
本 
ヤ
エ
子 

様
（
ロ
ク
ロ
）

　
（
故 

山
本 

勝 

様
）

濱
砂 
匡
晃 
様
（
春
岩
尾
）

　
（
故 

濱
砂 

兼
雄 

様
）

那
須 

ト
ヨ 

様
（
石
原
）

　
（
故 
那
須 

芳
陸 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
４
月
届
出
分
）

１
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

地
域
づ
く
り
懇
談
会

　
　
　
　
（
尾
向
・
不
土
野
）

３
日　

肺
ガ
ン
検
診

　
　
　
　
（
〜
４
日
・
物
産
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

中
学
校
二
校
間
交
流
学
習

５
日　

夏
期
消
防
操
法
大
会
（
椎
葉
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

６
日　

村
女
性
ス
ポ
ー
ツ
祭

８
日　

予
防
接
種
（
二
種
混
合
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

和
牛
登
録

　
　
　

夏
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み

運
動
（
〜
20
日
）

15
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

18
日　

子
牛
セ
リ
市（
〜
19
日
・
延
岡
市
）

　
　
　

小
中
学
校
１
学
期
終
業
式

　
　
　

郡
民
体
育
大
会
結
団
式

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

20
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

　
　
　

栂
尾
小
丸
川
源
流
ま
つ
り

22
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

23
日　

村
小
体
連
水
泳
大
会

　
　
　
　
（
椎
葉
小
プ
ー
ル
）

25
日　

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
（
〜
27
日
）

27
日　

郡
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
（
椎
葉
村
）

28
日　

ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
２
０
０
８

　
（
〜
29
日
）

29
日　

妊
婦
・
乳
児
相
談
、
乳
児
健
診

　
　
　

予
防
接
種
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

７
月
の
主
な
行
事
と

お
知
ら
せ

おすすめの１冊
　

人
と
違
う
自
分
。
大
人
た
ち
に
理

解
さ
れ
な
い
。
14
歳
の
引
き
こ
も
り

少
年
は
孤
独
と
戦
い
「
自
分
探
し
」

の
旅
へ
出
た
。
お
笑
い
芸
人
千
原

ジ
ュ
ニ
ア
の
自
伝
的
小
説
で
す
。

BOOK  CORNER
開発センター
■問い合わせ先
　教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより

『
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
』　　
　
　
　
（
偕
成
社
）

著 

／ 

五
味 

太
朗

小崎小 ６年

黒木 千
ち

広
ひろ

 さん

　

短
い
詩
の
中
に
新
川
さ
ん
の
優

し
い
気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て
い
ま

す
。
苦
し
い
時
や
つ
ら
い
時
に
読
む

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
心
が
い
や
さ
れ

ま
す
。

『
い
つ
も
ど
こ
か
で
』

著 

／ 

新
川 

和
江
（
大
日
本
図
書
）

小崎小 校長

酒
さ こ う

匂 周
しゅう

蔵
ぞう

 さん

　

５
５
０
ペ
ー
ジ
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
。

組
織
の
「
全
体
最
適
化
」
を
図
る
た

め
に
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
見
つ
け
活

用
を
図
る
。
目
か
ら
鱗う
ろ
この

一
冊
。

『
Ｔ

ザｈ
ｅ 
Ｇゴ

ー

ル

ｏ
ａ
ｌ
』

著 
／ 
エ
リ
ヤ
フ
・
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
ト

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

小崎小学校

『
14
歳
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
講
談
社
）

著 

／ 

千
原
ジ
ュ
ニ
ア
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美
郷
町
北
郷
区
の
標
高
７
０
０
ｍ
に
位

置
す
る
椎
野
地
区
。
山
あ
い
の
こ
の
集
落

に
は
約
３
万
本
の
あ
じ
さ
い
が
７
㎞
に
も

延
び
る
「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
が
あ
り
、

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け
て
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

取
り
組
み
始
め
て
約
20
年
。
わ
ず
か
８

世
帯
で
管
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
で
は

シ
ー
ズ
ン
中
に
１
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
、
住
民
自
ら
が
楽
し
ん
で

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
数
々

の
コ
ン
ク
ー
ル
を
受
賞
し
た
全
国
的
に
も

注
目
を
集
め
て
い
る
、
里
山
の
田
園
風
景

と
あ
じ
さ
い
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
心
を
和

ま
せ
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

美
郷
町
北
郷
支
所
地
域
政
策
課

　

☎
０
９
８
２
︱
６
２
︱
６
２
０
１

「
里
山
の
絶
景
」

日
向
入
郷
広
域
情
報

美
郷
町
（
北
郷
区
）

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

し
い
ば
俳
句
会

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

笹
の
子
を
手
折
り
し
里
の
幼
き
日	

黒
木
八
重
子

［
評
］
笹
の
子
は
、篠す

ず

の
子
と
も
言
っ
て
本
格
的
な
筍
と
く
ら
べ
て
細
く
て
小
さ
い
。

色
も
よ
い
。
少
女
の
頃
、
遊
び
ご
こ
ろ
で
採
っ
た
の
だ
。
晩
の
お
か
ず
が
一

皿
ふ
え
て
い
た
。
サ
サ
で
も
ス
ズ
で
も
発
音
が
清
々
し
い
。

岩
山
に
咲
い
て
絡
ま
る
藤
の
花	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
峨
々
た
る
巌
山
。
こ
う
い
う
景
は
椎
葉
村
内
で
あ
ち
こ
ち
に
見
る
事
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
そ
こ
へ
藤
房
が
絡
ま
る
よ
う
に
垂
れ
る
。
ま
る
で
、
オ
ブ
ジ
ェ

の
活
け
花
を
見
る
よ
う
。

遠
目
に
も
妻
と
お
ぼ
し
き
夏
日
傘	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
妻
を
見
つ
け
る
の
に
日
傘
で
判
別
し
て
い
る
。そ
れ
は
傘
の
色
柄
で
も
な
い
、

傘
の
さ
し
方
で
も
な
い
、
傘
の
揺
ら
し
方
で
も
な
い
。
中
瀬
さ
ん
の
愛
情
の

眼
で
わ
か
る
の
だ
。

《
入
選
》

阿

蘇

駅

に

大

方

降

り

る

蕨

狩

那
須　
　

正

新
緑
の
香
に
つ
つ
ま
れ
し
里
暮
し

山
本　

和
枝

葉
桜
に
風
さ
さ
や
き
て
宵
せ
ま
る

椎
葉　
　

満

子
ら
減
っ
て
も
五
月
鯉
の
勢
い
よ
し

森
山
や
す
子

掌

に

花

び

ら

受

け

る

童

た

ち

小
八
重
知
津
子

方

丈

の

苔

の

艶

め

く

春

の

雨

小
丸
川
河
童

花
終
る
里
に
青
葉
の
風
ぬ
け
る

椎
葉
シ
ヅ
子

春
雷
に
怯
え
て
吠
え
る
小
犬
か
な

山
茶　

久
実

田

に

映

る

婚

の

列

美

し

山

桜

中
瀬　
　

汀

初

孫

の

健

や

か

願

い

鯉

幟

那
須　

瑞
穂

渓
流
の
香
魚
釣
り
し
ば
か
り
を
貰
い
け
り

黒
木
八
重
子

編
集
後
記

　

取
材
の
行
き
帰
り
の
車
の
中
は
、
紙
面
の
レ

イ
ア
ウ
ト
を
考
え
た
り
、
何
か
変
わ
っ
た
物
は

な
い
か
と
辺
り
を
見
回
し
た
り
。
そ
し
て
、
音

楽
を
聴
き
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
気
分
。
こ
れ
が
つ

か
の
間
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
。
役
場
に
帰
る

と
、
待
っ
て
い
る
の
は
事
務
作
業
。
月
末
の
原

稿
締
切
り
前
に
な
る
と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
い

ろ
ん
な
事
を
思
い
つ
く
。
学
生
時
代
の
テ
ス
ト

期
間
中
、
息
抜
き
の
つ
も
り
で
読
み
出
し
た
本

を
結
局
最
後
ま
で
読
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
今
し

な
く
て
も
と
思
い
な
が
ら
も
掃
除
や
片
付
け
を

し
て
し
ま
っ
た
り
。
現
実
逃
避
。
そ
ん
な
気
分
。

で
も
、
そ
ん
な
忙
し
い
時
の
方
が
、
結
構
良
い

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
り
す
る
ん
で
す
よ
ね
。

（
リ
キ
）

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

「
扇
山
山
開
き
」
の
第
30
回
記
念
に

行
わ
れ
た
大
声
大
会
。
最
初
は
恥
ず
か

し
が
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
一

人
が
挑
戦
す
る
と
続
々
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
ち
ょ
う
ど
母
の
日
と
あ
っ
て
「
お

母
さ
ん
あ
り
が
と
う
〜
！
」
と
叫
ん
だ

人
も
。
辺
り
を

見
下
ろ
す
山
頂

で
発
し
た
大
声

は
、
山
々
に
こ

だ
ま
す
る
こ
と

な
く
、
は
る
か

遠
く
へ
と
吸
い

込
ま
れ
て
い
き

ま
し
た
。

「
大
声
大
会
」

情
報
は
こ
ち
ら
ま
で
！

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒
８
８
３

−

１
６
０
１

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
椎
葉
村
大
字
下
福
良
１
７
４
７−

２
０

椎
葉
村
役
場 

総
務
課
「
広
報
し
い
ば
」
係

電　

話
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

３
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
０
９
８
２
）
６
７

−

２
８
２
５
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　マメ科フジ属。日射も強く葉の緑も濃くなる初夏
です。村内の川沿いや林の縁、林道脇の明るい斜面
には美しい青紫色の藤の花が咲き出します。樹皮は
淡黄灰色で平滑、古い蔦になると幹の径15〜20㎝近
くに達する木本性つる植物です。つる植物には草と
木の２種類があり、ヤマフジなど木（木本）のほう
は籐

とう

本
ほん

といいます。葉は小葉が４〜６対ある奇数羽
状複葉で長さ25〜30㎝、幅15〜20㎝の大型葉を互
生し、青紫色で径1.5〜２㎝の両性の蝶型花を20数
個房状に下垂します。花後には長さ20㎝程の細長い
豆果が実り、秋に熟すと割裂して、中から黒紫色の
種子が２〜４個落下します。日本固有種で本州の近
畿以西、四国、九州に分布します。つるは丈夫なの
で籠などを作ります。花の房が長さ１m以上に伸び
て下がるのは別種のフジ（ノダフジ）で、つるの巻
き方がヤマフジと逆の左巻きになります。

（九州大学宮崎演習林　内海 泰弘・井上 晋）

ヤマフジ
68

未来にはばたけ！

椎葉 愛
あい

花
か

 ちゃん
（向山日当中）

平成18年５月12日生まれ

おとうさん：憲作 さん
おかあさん：藤香 さん

ボーイッシュな愛花ちゃん！お
兄ちゃんたちに負けないように
元気に育ってね！！

椎葉　悠
ゆう

 くん
（向山日添）

平成18年６月25日生まれ

おとうさん：洋平 さん
おかあさん：百恵 さん

四人兄弟の末っ子。へげじーおっ
て兄ちゃん姉ちゃんにむかるのが
大好き。でも泣かされます（T-T）

Face in　June

（
28
歳
・
水
無
）

勤
務
先
：
椎
葉
村
役
場 

建
設
課

　
　
　
　
（
村
青
年
団
事
務
局
長
）

趣　

味
：
釣
り
、
ゴ
ル
フ
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

　10年越しで悲願のFaceです（笑）。これからの季節、
仕事に消防に趣味に青年に精力的に頑張っていきます。
この大きな体とキュートな一重まぶたを見た時は、よろ
しくお願いします。※ファンレターお待ちしています。

「グループひえつき」

尾
前 

義よ
し

文ふ
み 

さ
ん

代表　椎葉惠
け い

子
こ

 さん（松木）

笑顔のわ❺
  むらおこしグループ

無
添
加
で

香
り
豊
か
な

パ
ン
を

ど
う
ぞ
！　平成11年よりパンの製造を行う明るい６人

娘。お菓子や加工品も作っています。味自慢の
食パンは、モチモチで耳までやわらかく大好評。
毎週火曜日にできたてパンをお届けします。
◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。


